
令和元年度学校自己点検・自己評価を実施して 
 

国際医療福祉大学塩谷看護専門学校 
 

 
 
 
 国際医療福祉大学塩谷看護専門学校が、国際医療福祉大学グループの教育施

設となって１０年が経過し、今年度第１２回生を送り出すことができました。 
巣立った多くの卒業生たちは県内外の各施設で看護職として活躍しております。 
 この１０年の間には地震や大雨などの自然災害が頻発し、災害看護など最前

線でケアにあたり医療を支えている看護職の役割や期待は、これまで以上によ

り大きなものとなっております。このような中、２０２２年度には看護基礎教

育の第 5 次カリキュラム改正が予定されています。看護基礎教育を取り巻く環 
境も大きく変化し、求められる能力もさらに高度なものとなり、教育内容の充

実がより一層求められております。 
本校では、教職員一人一人が時代や地域住民のニーズに即した質の高い看護

師の育成をめざして教育に取り組んで参りました。そして、令和元年度学校自

己点検・自己評価を実施しました。 
学生生活の支援では、学生および教職員のパソコンの更新を行い、学習環境

の充実をはかることができました。また、新たに「高等教育修学支援制度」の

指定を受けることができ、社会人経験者を対象とした「専門実践教育訓練給付

金制度」と併せて、新卒学生にも経済的負担の軽減がなされるものと期待して

おります。さらに専任のカウンセラーが配置され、学生の相談窓口が広がり安

心して学業に専念できる環境も整いました。 
今後は、学生からのカリキュラム評価結果の分析や学校関係者からの評価結

果を生かし、本校の教育理念である、感性豊かな人間性を培い、地域住民の健

康の保持増進と生活向上のために貢献できる看護の実践者の育成をめざし、さ

らに教職員一丸となってより良い学校づくりに取り組んで参りたいと思います。

引き続き関係者の皆様の御指導、御助言を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 
 

 
 
 









令和元年度学校関係者評価を実施して 
 

国際医療福祉大学塩谷看護専門学校 
 

 
 
 
本校では、平成２４年度から学校自己点検・自己評価を実施し、平成２５年

度から学校ホームページにてその結果を公表して参りました。そして令和元年

度、その自己評価の客観性や透明性を高めるため学校関係者評価を実施するこ

とができました。 
学校関係者評価委員には、臨地実習施設関係者として２名の実習指導者、非

常勤講師１名、保護者１名の４名の方にお願いすることができました。そして、

令和２年３月に実施した学校自己点検表を元に、令和２年４月学校関係者評価

を実施しました。改善方策等について、いただいた御助言は今後の学校運営に

生かしていきたいと思います。 
学校関係者評価は初めての取り組みであり、今後、学校関係者委員がより評

価をしやすい評価項目の見直しや、学校関係者評価委員会の開催方法など次年

度に向けて検討を進めていきたいと思います。 
学校関係者評価委員の皆様には、御協力をいただきありがとうございました。

引き続き御助言を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 
 

 
 
 



           令和元年度 学校関係者評価 
 

                   国際医療福祉大学塩谷看護専門学校 

評 価 項 目 適切 
ほぼ 

適切 

やや 

不適切 
不適切  意  見  欄 

教育理念・教育目的 

教育目標 

           
 ○ 

 
 

 
 

 
 

学校運営の核となる学校理念・

目的・目標に沿って概ね実施さ

れている。 

教育課程経営 
 
 
 

 
○ 

 
 

 
 

教育活動のための教員の準備時 
間の確保により、教育活動の充

実をはかる必要がある。 

教授・学習・ 

評価過程 

 
 
 

 
○ 

 
 

 
 

教員のみが行っている授業評価 
を、外部講師にも行っていく体

制づくりが必要である。 

経営・管理過程 
 
○ 

 

 
 

 
 

 
 

図書、視聴覚教材や Wifi 環境も

整備され学習環境が充実してい

る。また、修学資金等の活用に

より、学生の経済的負担への支

援体制も整えられている。 

入 学  ○    

アドミッションポリシーを踏ま

えた学生募集を心掛け、また、

選抜方法等についても見直しが

なされている。 

卒業・就業・進学 
 
 
 

○ 

 

 
 

 
 

現行のカリキュラムが、卒業後の看護活動

にどのように役立っているのかを把握し、

今後の教育課程展開に活用していく。 

地域社会・国際交流  
 

○ 

 

 
 

 
 

地域社会貢献活動を始めたが、

さらに地域社会への情報発信の

ための手段を講じていく必要が 
ある。 

研 究 
 

 
 

○ 

 

 
 

 
 

県内看護学校教員による研究会 
には積極的に参加できている。 
しかし、広く研究活動に取り組

む体制はまだ整っていない。 

意 見 欄 

（総 括） 

新たに学校関係者評価を実施し、自己評価の客観性や透明性を高

めるための第一歩となった。今後は、カリキュラム改正も予定さ

れているため、教育課程全般の評価や活用方法の見直しを行い、

教育活動の充実をはかっていく必要がある。また、教職員への研

究や授業準備など教育活動のための時間の確保も課題である。 
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